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(57)【要約】
【課題】ユーザの視聴中のキー操作により、自動的にチ
ャプタを作成することができる情報記録再生装置を提供
する。
【解決手段】チャプタ設定モードに設定されている場合
、例えば、再生中に時点ｔ１で一時停止されると、一時
停止箇所にチャプタｃ１が設定される。時点ｔ２でＣＭ
が現れ、ＣＭスキップ操作されると、スキップ開始箇所
にチャプタｃ２が設定される。そして、時点ｔ３でＣＭ
スキップが終了すると、スキップ終了箇所にチャプタｃ
３が設定される。時点ｔ４で再生中に早送り操作される
と、早送り開始箇所にチャプタｃ４が設定される。時点
ｔ５で早戻し操作がされて早戻しされ、早戻しで通過し
たチャプタｃ５が消去される。早戻しを停止される操作
がされたとき、早戻し終了箇所にチャプタｃ６が設定さ
れる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テレビ放送信号を受信して選局するチューナを有し、このチューナで選局された番組や
、その他の情報を記録媒体に記録したり、前記記録媒体に記録された情報を再生したりす
る情報記録再生装置において、
　チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体に記録された情報を再生中に一時
停止操作されたときに、その一時停止箇所にチャプタを設定する第１のチャプタ設定手段
と、
　ＣＭスキップ操作されたときに、スキップ開始箇所にチャプタの設定を行う第２のチャ
プタ設定手段と、
　前記ＣＭスキップ操作によりスキップが開始して終了したときに、スキップ終了箇所に
チャプタの設定を行う第３のチャプタ設定手段と、
　早送り操作されたときに、早送り開始箇所にチャプタを設定する第４のチャプタ設定手
段と、
　早送りを停止させる操作がされたときに、早送り終了箇所にチャプタを設定する第５の
チャプタ設定手段と、
　前記早戻しで通過したチャプタを消去する早戻しチャプタ消去手段と、
　早戻しを停止させる操作がされたときに、早戻し終了箇所にチャプタを設定する早戻し
チャプタ設定手段と、を有するシステムコントローラを備えたことを特徴とする情報記録
再生装置。
【請求項２】
　テレビ放送信号を受信して選局するチューナを有し、このチューナで選局された番組や
、その他の情報を記録媒体に記録したり、前記記録媒体に記録された情報を再生したりす
る情報記録再生装置において、
　チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体に記録された情報を再生中に早送
り操作、またはＣＭスキップ操作されたときに、その早送り開始箇所またはＣＭ開始箇所
にチャプタを設定する第１のチャプタ設定手段と、
　早送りが終了したとき、またはＣＭスキップが終了したときに、早送り終了箇所または
ＣＭスキップ終了箇所にチャプタを設定する第２のチャプタ設定手段と、
　前記早送りが終了した後、または前記ＣＭスキップが終了した後の再生中に、再び早送
り操作、またはＣＭスキップ操作がされたときに、早送り開始箇所またはＣＭスキップ開
始箇所にチャプタを設定する第３のチャプタ設定手段と、
　前記第２のチャプタ設定手段により設定されたチャプタと前記第３のチャプタ設定手段
により設定されたチャプタとの間の再生時間が所定時間よりも短いと判定したときに、前
記両チャプタを消去するチャプタ消去手段と、を有するシステムコントローラを備えたこ
とを特徴とする情報記録再生装置。
【請求項３】
　テレビ放送信号を受信して選局するチューナを有し、このチューナで選局された番組や
、その他の情報を記録媒体に記録したり、前記記録媒体に記録された情報を再生したりす
る情報記録再生装置において、
　チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体に記録された情報を再生中に早送
り操作されたとき、またはＣＭスキップ操作されたときに、早送り開始箇所またはＣＭス
キップ開始箇所にチャプタを設定する第１のチャプタ設定手段と、
　早送りが終了したとき、またはＣＭスキップが終了したときに、早送り終了箇所または
ＣＭスキップ終了箇所にチャプタを設定する第２のチャプタ設定手段と、
　前記早送りが終了した後、または前記ＣＭスキップが終了した後の再生中に、再び早送
り操作されたとき、またはＣＭスキップ操作されたときに、早送り開始箇所またはＣＭス
キップ開始箇所にチャプタを設定する第３のチャプタ設定手段と、
　前記第２のチャプタ設定手段により設定されたチャプタと前記第３のチャプタ設定手段
により設定されたチャプタとの間の再生時間が所定時間よりも短いと判定したときに、前



(3) JP 2008-98960 A 2008.4.24

10

20

30

40

50

記両チャプタを消去するチャプタ消去手段と、
　早戻し操作がされたときに、早戻しで通過したチャプタを消去する早戻しチャプタ消去
手段と、
　早戻し終了箇所にチャプタを設定する早戻しチャプタ設定手段と、を有するシステムコ
ントローラを備えたことを特徴とする情報記録再生装置。
【請求項４】
　テレビ放送信号を受信して選局するチューナを有し、このチューナで選局された番組や
、その他の情報を記録媒体に記録したり、前記記録媒体に記録された情報を再生したりす
る情報記録再生装置において、
　チャプタ設定モードに設定されている場合、ユーザ操作による動作状態の変化の時点に
対応する箇所にチャプタを設定するチャプタ設定手段と、
　早戻しで通過したチャプタを消去する早戻しチャプタ消去手段と、
　早戻し終了箇所にチャプタを設定する早戻しチャプタ設定手段と、を有するシステムコ
ントローラを備えたことを特徴とする情報記録再生装置。
【請求項５】
　テレビ放送信号を受信して選局するチューナを有し、このチューナで選局された番組や
、その他の情報を記録媒体に記録したり、前記記録媒体に記録された情報を再生したりす
る情報記録再生装置において、
　チャプタ設定モードに設定されている場合、ユーザ操作による動作状態の変化の時点に
対応する箇所にチャプタを設定するチャプタ設定手段と、
　早送り終了箇所またはＣＭスキップ終了箇所に設定されたチャプタと、次の早送り開始
箇所またはＣＭスキップ開始箇所に設定されたチャプタとの間の再生時間が所定時間より
も短いと判定したときに、前記両チャプタを消去するチャプタ消去手段を有するシステム
コントローラを備えたことを特徴とする情報記録再生装置。
【請求項６】
　テレビ放送信号を受信して選局するチューナを有し、このチューナで選局された番組や
、その他の情報を記録媒体に記録したり、前記記録媒体に記録された情報を再生したりす
る情報記録再生装置において、
　チャプタ設定モードに設定されている場合、ユーザ操作による動作状態の変化の時点に
対応する箇所にチャプタを設定するチャプタ設定手段と、
　早送り終了箇所またはＣＭスキップ終了箇所に設定されたチャプタと、次の早送り開始
箇所またはＣＭスキップ開始箇所に設定されたチャプタとの間の再生時間が所定時間より
も短いと判定したときに、前記両チャプタを消去するチャプタ消去手段と、
　早戻し操作がされたときに、早戻しで通過したチャプタを消去する早戻しチャプタ消去
手段と、
　早戻し終了箇所にチャプタを設定する早戻しチャプタ設定手段と、を有するシステムコ
ントローラを備えたことを特徴とする情報記録再生装置。
【請求項７】
　前記システムコントローラは、記録媒体に記録された情報を再生中に一時停止操作され
たときに、その一時停止箇所にチャプタを設定する第１のチャプタ設定手段と、ＣＭスキ
ップ操作されたときに、スキップ開始箇所にチャプタの設定を行う第２のチャプタ設定手
段と、前記ＣＭスキップ操作によりスキップが開始して終了したときに、スキップ終了箇
所にチャプタの設定を行う第３のチャプタ設定手段と、早送り操作されたときに、早送り
開始箇所にチャプタを設定する第４のチャプタ設定手段と、早送りを停止させる操作がさ
れたときに、早送り終了箇所にチャプタを設定する第５のチャプタ設定手段と、前記早戻
しで通過したチャプタを消去する早戻しチャプタ消去手段と、早戻しを停止させる操作が
されたときに、早戻し終了箇所にチャプタを設定する早戻しチャプタ設定手段とを有する
ことを特徴とする請求項４に記載の情報記録再生装置。
【請求項８】
　前記システムコントローラは、記録媒体に記録された情報を再生中に早送り操作、また
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はＣＭスキップ操作されたときに、その早送り開始箇所またはＣＭ開始箇所にチャプタを
設定する第１のチャプタ設定手段と、早送りが終了したとき、またはＣＭスキップが終了
したときに、早送り終了箇所またはＣＭスキップ終了箇所にチャプタを設定する第２のチ
ャプタ設定手段と、前記早送りが終了した後、または前記ＣＭスキップが終了した後の再
生中に、再び早送り操作、またはＣＭスキップ操作がされたときに、早送り開始箇所また
はＣＭスキップ開始箇所にチャプタを設定する第３のチャプタ設定手段と、前記第２のチ
ャプタ設定手段により設定されたチャプタと前記第３のチャプタ設定手段により設定され
たチャプタとの間の再生時間が所定時間よりも短いと判定したときに、前記両チャプタを
消去するチャプタ消去手段とを有することを特徴とする請求項５に記載の情報記録再生装
置。
【請求項９】
　前記システムコントローラは、記録媒体に記録された情報を再生中に早送り操作された
とき、またはＣＭスキップ操作されたときに、早送り開始箇所またはＣＭスキップ開始箇
所にチャプタを設定する第１のチャプタ設定手段と、早送りが終了したとき、またはＣＭ
スキップが終了したときに、早送り終了箇所またはＣＭスキップ終了箇所にチャプタを設
定する第２のチャプタ設定手段と、前記早送りが終了した後、または前記ＣＭスキップが
終了した後の再生中に、早送り操作されたとき、またはＣＭスキップ操作されたときに、
早送り開始箇所またはＣＭスキップ開始箇所にチャプタを設定する第３のチャプタ設定手
段と、前記第２のチャプタ設定手段により設定されたチャプタと前記第３のチャプタ設定
手段により設定されたチャプタとの間の再生時間が所定時間よりも短いと判定したときに
、前記両チャプタを消去するチャプタ消去手段と、早戻し操作がされたときに、早戻しで
通過したチャプタを消去する早戻しチャプタ消去手段と、早戻し終了箇所にチャプタを設
定する早戻しチャプタ設定手段とを有することを特徴とする請求項６に記載の情報記録再
生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＤＶＤレコーダ、ハードディスクレコーダ、あるいは、ＤＶＤレコーダとハ
ードディスクレコーダとの複合機などの情報記録再生装置に関し、特に、チャプタを設定
する処理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、映像情報および音声情報のデジタル化および、そのデータの圧縮技術の目覚しい
発達により、磁気テープに対して映像音声情報を記録／再生するＶＣＲ（ビデオカセット
レコーダ）に代わり、ＤＶＤ（デジタル・バーサタイル・ディスク）などの光ディスクに
対して映像音声情報を記録／再生するＤＶＤレコーダや、ハードディスクに対して映像音
声情報を記録／再生するハードディスクレコーダ、あるいはＤＶＤレコーダとハードディ
スクレコーダとの複合機などの情報記録再生装置が普及している。
【０００３】
　ところで、光ディスクやハードディスクから所望の情報を早く探し出して再生する場合
は、タイトルサーチ、チャプタサーチ、タイムサーチが用いられることが多い。例えば、
光ディスクに記録された映像音声情報を再生する場合において、タイトルサーチまたはチ
ャプタサーチまたはタイムサーチを行う際、先ず、再生すべき光ディスクを情報記録再生
装置に挿入した後、リモコンのメニューキーを押下して、ディスプレイ装置に表示された
メニュー画面上のメニュー項目の中からタイトルサーチまたはチャプタサーチまたはタイ
ムサーチをリモコンの方向キーの押下により選択して決定キーを押下して決定すると、装
置がタイトルサーチまたはチャプタサーチまたはタイムサーチに設定される。
【０００４】
　このような種類のサーチの中でも、チャプタサーチを行うには、タイトルを予め分割し
ておく必要がある。そのため、従来の情報記録再生装置では、ユーザは、例えば、以下の
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ような手順によってチャプタを作っている。
【０００５】
　先ず、光ディスクを装置に挿入した後、リモコンの再生キーを押下し、光ディスクの情
報の再生を開始させる。この再生中に、チャプタを設定したいために、一時停止キーを押
下して、再生を一時停止させる。そして、チャプタキーを押下して、チャプタを設定する
。次に、一時停止キーを再び押下して再生を開始させ、再生されているときにＣＭが現れ
たとすると、このＣＭをチャプタで括るため、ＣＭが現れた時点で、一時停止キーを押下
して再生を一時停止させ、チャプタキーを押下してＣＭの開始箇所にチャプタを設定する
。そして、一時停止キーを再び押下して再生を開始させ、ＣＭの終了箇所に来れば、一時
停止キーを再び押下して、再生を一時停止させ、ここで再びチャプタキーを押下してＣＭ
の終了箇所にチャプタを設定する。この後、同様に一時停止キーを押下して再生を開始さ
せる。また、再生中に、チャプタを設定したい目的の画面まで、早送りキーを押下して早
送りし、その目的の画面で一時停止キーを押下することにより一時停止させ、この後、チ
ャプタキーを押下して、その目的の画面にチャプタを設定したり、早送りで目的の画面が
通り過ぎたら早戻しキーを押下して、目的の画面に戻して、一時停止キーの押下により一
時停止させ、チャプタキーの押下によりチャプタを目的の画面に設定したりしている。
【特許文献１】特開２００２－１５２６３６号公報
【特許文献２】特開２００４－３６４３２５号公報
【特許文献３】特開２００３－１６７６４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　以上説明したように、従来の情報記録再生装置では、チャプタを設定したい目的の画面
を出すのに、ユーザが、再生キー、一時停止キー、早送りキー、早戻しキー、ＣＭスキッ
プキーなどを操作して行われるが、チャプタを設定したい目的の画面の開始箇所と終了箇
所とにチャプタを設定するのに、一々チャプタキーを操作しなければならないので、チャ
プタ設定に関する操作が面倒であるという課題があった。また、チャプタの設定操作を間
違えると、無駄なチャプタが発生するという課題もあった。
【０００７】
　なお、特許文献１，２の従来技術では、録画中に一時停止され、その後、録画が再開さ
れた位置をチャプタの境界とするようにして、自動的にチャプタを作成するようにしてい
るが、再生中でのチャプタ設定ではない。また、この従来技術では、例えば、等速逆送り
再生中に分割ボタンを操作してチャプタの設定を行っているが、ユーザの視聴中の操作に
より、自動的にチャプタを作成しているものではないので、チャプタ設定に関する操作が
面倒であるという課題が生じる。
【０００８】
　特許文献３の従来技術では、任意のプレイリストのプログラムチェーン情報に基づく再
生をスムーズにすることが可能な編集機能を有し、例えば、隣接するチャプタに連続性が
認められた場合、これらのチャプタを１つにする処理が施されて結合されるようになって
いるが、この従来技術もユーザの視聴中の操作により、自動的にチャプタを作成するもの
ではないので、チャプタ設定に関する操作が面倒であるという課題が生じる。
【０００９】
　本発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、ユーザの視聴中のキー
操作により、自動的にチャプタを作成することができ、また、早送りやＣＭスキップを連
続して行った場合にはチャプタを１つのチャプタとすることができ、また、早送りやＣＭ
スキップ後、早戻しを行った場合には、戻した箇所までのチャプタ設定は解除できるよう
にする情報記録再生装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、チャプタ設定モードに設定されている
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場合、記録媒体に記録された情報を再生中に一時停止操作されたときに、その一時停止箇
所にチャプタを設定する第１のチャプタ設定手段と、ＣＭスキップ操作されたときに、ス
キップ開始箇所にチャプタの設定を行う第２のチャプタ設定手段と、前記ＣＭスキップ操
作によりスキップが開始して終了したときに、スキップ終了箇所にチャプタの設定を行う
第３のチャプタ設定手段と、早送り操作されたときに、早送り開始箇所にチャプタを設定
する第４のチャプタ設定手段と、早送りを停止させる操作がされたときに、早送り終了箇
所にチャプタを設定する第５のチャプタ設定手段と、前記早戻しで通過したチャプタを消
去する早戻しチャプタ消去手段と、早戻しを停止させる操作がされたときに、早戻し終了
箇所にチャプタを設定する早戻しチャプタ設定手段と、を有するシステムコントローラを
備えたことを特徴とする情報記録再生装置を提供する。
【００１１】
　この構成において、チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体に記録された
情報を再生中に、一時停止されると、第１のチャプタ設定手段は、その一時停止箇所にチ
ャプタを設定する。記録媒体の情報が再生されているときにＣＭが現れ、ＣＭスキップ操
作されると、第２のチャプタ設定手段は、スキップ開始箇所にチャプタの設定を行う。そ
して、ＣＭスキップが終了すると、第３のチャプタ設定手段は、スキップ終了箇所にチャ
プタの設定を行う。例えば、再生中に早送り操作されたとき、第４のチャプタ設定手段は
、早送り開始箇所にチャプタを設定する。早送りを停止させる操作が行われると、第５の
チャプタ設定手段は、早送り終了箇所にチャプタを設定する。そして、早戻し操作がされ
ると、チャプタ消去手段は、早戻しで通過したチャプタを消去する。早戻しを停止される
操作がされたときに、早戻しチャプタ設定手段は、早戻し終了箇所にチャプタを設定する
。
【００１２】
　この構成によれば、チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体に記録された
情報を、ユーザ（視聴者）の視聴中の操作（一時停止、再生、停止、ＣＭスキップ、早送
り、早戻しなどの操作）により、自動的にチャプタを作ることができ、また、早戻し操作
によって通過したチャプタを消去することができる。したがって、ユーザ操作に連動させ
てユーザ本人の趣向に合ったチャプタを無意識に設定でき、無駄なチャプタが発生するこ
とがなく、使い勝手が向上する。
【００１３】
　請求項２の発明は、チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体に記録された
情報を再生中に早送り操作、またはＣＭスキップ操作されたときに、その早送り開始箇所
またはＣＭ開始箇所にチャプタを設定する第１のチャプタ設定手段と、早送りが終了した
とき、またはＣＭスキップが終了したときに、早送り終了箇所またはＣＭスキップ終了箇
所にチャプタを設定する第２のチャプタ設定手段と、前記早送りが終了した後、または前
記ＣＭスキップが終了した後の再生中に、再び早送り操作、またはＣＭスキップ操作がさ
れたときに、早送り開始箇所またはＣＭスキップ開始箇所にチャプタを設定する第３のチ
ャプタ設定手段と、前記第２のチャプタ設定手段により設定されたチャプタと前記第３の
チャプタ設定手段により設定されたチャプタとの間の再生時間が所定時間よりも短いと判
定したときに、前記両チャプタを消去するチャプタ消去手段と、を有するシステムコント
ローラを備えたことを特徴とする情報記録再生装置を提供する。
【００１４】
　この構成において、チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体の情報を再生
中に、例えば、早送り操作がされると、第１のチャプタ設定手段は、その早送り開始箇所
にチャプタを設定する。早送りが終了すると、第２のチャプタ設定手段は、早送り終了箇
所にチャプタを設定する。そして、早送りが終了して再生が開始し、再生中に、例えば、
早送り操作がされると、第３のチャプタ設定手段は、早送り開始箇所にチャプタを設定す
る。次に、チャプタ消去手段は、第２のチャプタ設定手段により設定されたチャプタと第
３のチャプタ設定手段により設定されたチャプタとの間の再生時間が所定時間よりも短い
と判定したときに、両チャプタを消去する。
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【００１５】
　この構成によれば、チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体に記録された
情報を、ユーザ（視聴者）の視聴中の操作（一時停止、再生、停止、ＣＭスキップ、早送
り、早戻しなどの操作）により、自動的にチャプタを作ることができ、また、早送り操作
やＣＭスキップ操作を連続して行った場合に、その区間を１つのチャプタとしてくっ付け
ることができる。したがって、ユーザ操作に連動させてユーザ本人の趣向に合ったチャプ
タを無意識に設定でき、また、早送り操作やＣＭスキップ操作を連続して行った区間を１
つのチャプタとすることができ、これにより、無駄なチャプタが発生することがなく、使
い勝手が向上する。
【００１６】
　請求項３の発明は、チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体に記録された
情報を再生中に早送り操作されたとき、またはＣＭスキップ操作されたときに、早送り開
始箇所またはＣＭスキップ開始箇所にチャプタを設定する第１のチャプタ設定手段と、早
送りが終了したとき、またはＣＭスキップが終了したときに、早送り終了箇所またはＣＭ
スキップ終了箇所にチャプタを設定する第２のチャプタ設定手段と、前記早送りが終了し
た後、または前記ＣＭスキップが終了した後の再生中に、早送り操作されたとき、または
ＣＭスキップ操作されたときに、早送り開始箇所またはＣＭスキップ開始箇所にチャプタ
を設定する第３のチャプタ設定手段と、前記第２のチャプタ設定手段により設定されたチ
ャプタと前記第３のチャプタ設定手段により設定されたチャプタとの間の再生時間が所定
時間よりも短いと判定したときに、前記両チャプタを消去するチャプタ消去手段と、早戻
し操作がされたときに、早戻しで通過したチャプタを消去する早戻しチャプタ消去手段と
、早戻し終了箇所にチャプタを設定する早戻しチャプタ設定手段と、を有するシステムコ
ントローラを備えたことを特徴とする情報記録再生装置を提供する。
【００１７】
　この構成において、チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体の情報を再生
中に、例えば、早送り操作がされると、第１のチャプタ設定手段は、その早送り開始箇所
にチャプタを設定する。そして、早送りが終了すると、第２のチャプタ設定手段は、早送
り終了箇所にチャプタを設定する。この後、再生が開始して再生中に、例えば、早送り操
作がされると、第３のチャプタ設定手段は、早送り開始箇所にチャプタを設定する。次に
、チャプタ消去手段は、第２のチャプタ設定手段により設定されたチャプタと第３のチャ
プタ設定手段により設定されたチャプタとの間の再生時間が所定時間よりも短いと判定し
たときに、両チャプタを消去する。この後、早送りが開始し、早送りが終了すると、第４
のチャプタ設定手段は、早送り終了箇所にチャプタを設定する。再生中に、早戻し操作が
されると、早戻しチャプタ消去手段は、早戻しで通過したチャプタを消去し、早戻しが終
了すると、早戻しチャプタ設定手段は、早戻し終了箇所にチャプタを設定する。
【００１８】
　この構成によれば、チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体に記録された
情報（動画）を、ユーザ（視聴者）の視聴中の操作（一時停止、再生、停止、ＣＭスキッ
プ、早送り、早戻しなどの操作）により、自動的にチャプタを作ることができる。また、
早送り操作やＣＭスキップ操作を連続して行った場合に、その区間を１つのチャプタとし
てくっ付けることができる。また、早送りやＣＭスキップ後に、早戻しを行った場合、戻
した箇所までのチャプタ設定は消去することができる。したがって、ユーザ操作に連動さ
せてユーザ本人の趣向に合ったチャプタを無意識に設定でき、また、早送り操作やＣＭス
キップ操作を連続して行った区間を１つのチャプタとすることができ、これにより、次回
視聴時にＣＭ丸々のスキップなどが行い易くなり、また、チャプタ設定の位置を正確に設
定でき、無駄なチャプタが発生することがなく、使い勝手が向上する。
【００１９】
　請求項４の発明は、チャプタ設定モードに設定されている場合、ユーザ操作による動作
状態の変化の時点に対応する箇所にチャプタを設定するチャプタ設定手段と、早戻しで通
過したチャプタを消去する早戻しチャプタ消去手段と、早戻し終了箇所にチャプタを設定
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する早戻しチャプタ設定手段とを有するシステムコントローラを備えたことを特徴とする
情報記録再生装置を提供する。
【００２０】
　この構成において、チャプタ設定モードに設定されている場合、ユーザ操作により動作
状態が変化すると、この時点に対応する箇所にチャプタがチャプタ設定手段により設定さ
れる。早戻しで通過したチャプタは、早戻しチャプタ消去手段により消去され、早戻しを
停止させる操作がされ、早戻しが終了したときに、早戻し終了箇所にチャプタが早戻しチ
ャプタ設定手段により設定される。
【００２１】
　この構成によれば、チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体に記録された
情報を、ユーザ（視聴者）の視聴中の操作（一時停止、再生、停止、ＣＭスキップ、早送
り、早戻しなどの操作）により、自動的にチャプタを作ることができ、また、早戻し操作
によって通過したチャプタを消去することができる。したがって、ユーザ操作に連動させ
てユーザ本人の趣向に合ったチャプタを無意識に設定でき、無駄なチャプタが発生するこ
とがなく、使い勝手が向上する。
【００２２】
　請求項５の発明は、チャプタ設定モードに設定されている場合、ユーザ操作による動作
状態の変化の時点に対応する箇所にチャプタを設定するチャプタ設定手段と、早送り終了
箇所またはＣＭスキップ終了箇所に設定されたチャプタと、次の早送り開始箇所またはＣ
Ｍスキップ開始箇所に設定されたチャプタとの間の再生時間が所定時間よりも短いと判定
したときに、前記両チャプタを消去するチャプタ消去手段を有するシステムコントローラ
を備えたことを特徴とする情報記録再生装置を提供する。
【００２３】
　この構成において、チャプタ設定モードに設定されている場合、ユーザ操作により動作
状態が変化すると、この時点に対応する箇所にチャプタがチャプタ設定手段により設定さ
れる。早送り終了箇所またはＣＭスキップ終了箇所に設定されたチャプタと、次の早送り
開始箇所またはＣＭスキップ開始箇所に設定されたチャプタとの間の再生時間が所定時間
よりも短いと判定したときに、前記両チャプタはチャプタ消去手段により消去される。
【００２４】
　この構成によれば、チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体に記録された
情報を、ユーザ（視聴者）の視聴中の操作（一時停止、再生、停止、ＣＭスキップ、早送
り、早戻しなどの操作）により、自動的にチャプタを作ることができ、また、早送り操作
やＣＭスキップ操作を連続して行った場合に、その区間を１つのチャプタとしてくっ付け
ることができる。したがって、ユーザ操作に連動させてユーザ本人の趣向に合ったチャプ
タを無意識に設定でき、また、早送り操作やＣＭスキップ操作を連続して行った区間を１
つのチャプタとすることができ、これにより、無駄なチャプタが発生することがなく、使
い勝手が向上する。
【００２５】
　請求項６の発明は、チャプタ設定モードに設定されている場合、ユーザ操作による動作
状態の変化の時点に対応する箇所にチャプタを設定するチャプタ設定手段と、早送り終了
箇所またはＣＭスキップ終了箇所に設定されたチャプタと、次の早送り開始箇所またはＣ
Ｍスキップ開始箇所に設定されたチャプタとの間の再生時間が所定時間よりも短いと判定
したときに、前記両チャプタを消去するチャプタ消去手段と、早戻し操作がされたときに
、早戻しで通過したチャプタを消去する早戻しチャプタ消去手段と、早戻し終了箇所にチ
ャプタを設定する早戻しチャプタ設定手段とを有するシステムコントローラを備えたこと
を特徴とする情報記録再生装置を提供する。
【００２６】
　この構成において、チャプタ設定モードに設定されている場合、ユーザ操作により動作
状態が変化すると、この時点に対応する箇所にチャプタがチャプタ設定手段により設定さ
れる。早送り終了箇所またはＣＭスキップ終了箇所に設定されたチャプタと、次の早送り
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開始箇所またはＣＭスキップ開始箇所に設定されたチャプタとの間の再生時間が所定時間
よりも短いと判定したときに、前記両チャプタはチャプタ消去手段により消去される。早
戻し操作がされたときに、早戻しで通過したチャプタが早戻しチャプタ消去手段により消
去される。早戻しチャプタ設定手段により、早戻し終了箇所にチャプタが設定される。
【００２７】
　この構成によれば、チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体に記録された
情報（動画）を、ユーザ（視聴者）の視聴中の操作（一時停止、再生、停止、ＣＭスキッ
プ、早送り、早戻しなどの操作）により、自動的にチャプタを作ることができる。また、
早送り操作やＣＭスキップ操作を連続して行った場合に、その区間を１つのチャプタとし
てくっ付けることができる。また、早送りやＣＭスキップ後に、早戻しを行った場合、戻
した箇所までのチャプタ設定は消去することができる。したがって、ユーザ操作に連動さ
せてユーザ本人の趣向に合ったチャプタを無意識に設定でき、また、早送り操作やＣＭス
キップ操作を連続して行った区間を１つのチャプタとすることができ、これにより、次回
視聴時にＣＭ丸々のスキップなどが行い易くなり、また、チャプタ設定の位置を正確に設
定でき、無駄なチャプタが発生することがなく、使い勝手が向上する。
【００２８】
　請求項７の発明では、請求項４の発明において、前記システムコントローラは、記録媒
体に記録された情報を再生中に一時停止操作されたときに、その一時停止箇所にチャプタ
を設定する第１のチャプタ設定手段と、ＣＭスキップ操作されたときに、スキップ開始箇
所にチャプタの設定を行う第２のチャプタ設定手段と、前記ＣＭスキップ操作によりスキ
ップが開始して終了したときに、スキップ終了箇所にチャプタの設定を行う第３のチャプ
タ設定手段と、早送り操作されたときに、早送り開始箇所にチャプタを設定する第４のチ
ャプタ設定手段と、早送りを停止させる操作がされたときに、早送り終了箇所にチャプタ
を設定する第５のチャプタ設定手段と、前記早戻しで通過したチャプタを消去する早戻し
チャプタ消去手段と、早戻しを停止させる操作がされたときに、早戻し終了箇所にチャプ
タを設定する早戻しチャプタ設定手段とを有する。
【００２９】
　したがって、前記システムコントローラは、第１のチャプタ設定処理、第２のチャプタ
設定処理、第３のチャプタ設定処理、第４のチャプタ設定処理、第５のチャプタ設定処理
、早戻しチャプタ消去処理、および早戻しチャプタ設定処理を実現でき、これにより、チ
ャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体に記録された情報を、ユーザ（視聴者
）の視聴中の操作（一時停止、再生、停止、ＣＭスキップ、早送り、早戻しなどの操作）
により、自動的にチャプタを作ることができ、また、早戻し操作によって通過したチャプ
タを消去することができる。
【００３０】
　請求項８の発明では、請求項５の発明において、前記システムコントローラは、記録媒
体に記録された情報を再生中に早送り操作、またはＣＭスキップ操作されたときに、その
早送り開始箇所またはＣＭ開始箇所にチャプタを設定する第１のチャプタ設定手段と、早
送りが終了したとき、またはＣＭスキップが終了したときに、早送り終了箇所またはＣＭ
スキップ終了箇所にチャプタを設定する第２のチャプタ設定手段と、前記早送りが終了し
た後、または前記ＣＭスキップが終了した後の再生中に、再び早送り操作、またはＣＭス
キップ操作がされたときに、早送り開始箇所またはＣＭスキップ開始箇所にチャプタを設
定する第３のチャプタ設定手段と、前記第２のチャプタ設定手段により設定されたチャプ
タと前記第３のチャプタ設定手段により設定されたチャプタとの間の再生時間が所定時間
よりも短いと判定したときに、前記両チャプタを消去するチャプタ消去手段とを有する。
【００３１】
　したがって、前記システムコントローラは、第１のチャプタ設定処理、第２のチャプタ
設定処理、第３のチャプタ設定処理、およびチャプタ消去処理を実現でき、これにより、
チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体に記録された情報を、ユーザ（視聴
者）の視聴中の操作（一時停止、再生、停止、ＣＭスキップ、早送り、早戻しなどの操作
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）により、自動的にチャプタを作ることができ、また、早送り操作やＣＭスキップ操作を
連続して行った場合に、その区間を１つのチャプタとしてくっ付けることができる。
【００３２】
　請求項９の発明では、請求項６の発明において、前記システムコントローラは、記録媒
体に記録された情報を再生中に早送り操作されたとき、またはＣＭスキップ操作されたと
きに、早送り開始箇所またはＣＭスキップ開始箇所にチャプタを設定する第１のチャプタ
設定手段と、早送りが終了したとき、またはＣＭスキップが終了したときに、早送り終了
箇所またはＣＭスキップ終了箇所にチャプタを設定する第２のチャプタ設定手段と、前記
早送りが終了した後、または前記ＣＭスキップが終了した後の再生中に、早送り操作され
たとき、またはＣＭスキップ操作されたときに、早送り開始箇所またはＣＭスキップ開始
箇所にチャプタを設定する第３のチャプタ設定手段と、前記第２のチャプタ設定手段によ
り設定されたチャプタと前記第３のチャプタ設定手段により設定されたチャプタとの間の
再生時間が所定時間よりも短いと判定したときに、前記両チャプタを消去するチャプタ消
去手段と、早戻し操作がされたときに、早戻しで通過したチャプタを消去する早戻しチャ
プタ消去手段と、早戻し終了箇所にチャプタを設定する早戻しチャプタ設定手段とを有す
る。
【００３３】
　したがって、第１のチャプタ設定処理、第２のチャプタ設定処理、第３のチャプタ設定
処理、チャプタ消去処理、早戻しチャプタ設定処理、および早戻しチャプタ設定処理を実
現でき、これにより、チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体に記録された
情報（動画）を、ユーザ（視聴者）の視聴中の操作（一時停止、再生、停止、ＣＭスキッ
プ、早送り、早戻しなどの操作）により、自動的にチャプタを作ることができる。また、
早送り操作やＣＭスキップ操作を連続して行った場合に、その区間を１つのチャプタとし
てくっ付けることができる。また、早送りやＣＭスキップ後に、早戻しを行った場合、戻
した箇所までのチャプタ設定は消去することができる。
【発明の効果】
【００３４】
　以上のように本発明によれば、チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体に
記録された情報を、ユーザ（視聴者）の視聴中の操作（一時停止、再生、停止、ＣＭスキ
ップ、早送り、早戻しなどの操作）により、自動的にチャプタを作ることができ、また、
早戻し操作によって通過したチャプタを消去することができる。したがって、ユーザ操作
に連動させてユーザ本人の趣向に合ったチャプタを無意識に設定でき、無駄なチャプタが
発生することがなく、使い勝手が向上する。
【００３５】
　また、本発明によれば、チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体に記録さ
れた情報を、ユーザ（視聴者）の視聴中の操作（一時停止、再生、停止、ＣＭスキップ、
早送り、早戻しなどの操作）により、自動的にチャプタを作ることができ、また、早送り
操作やＣＭスキップ操作を連続して行った場合に、その区間を１つのチャプタとしてくっ
付けることができる。したがって、ユーザ操作に連動させてユーザ本人の趣向に合ったチ
ャプタを無意識に設定でき、また、早送り操作やＣＭスキップ操作を連続して行った区間
を１つのチャプタとすることができ、これにより、無駄なチャプタが発生することがなく
、使い勝手が向上する。
【００３６】
　また、本発明によれば、チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体に記録さ
れた情報（動画）を、ユーザ（視聴者）の視聴中の操作（一時停止、再生、停止、ＣＭス
キップ、早送り、早戻しなどの操作）により、自動的にチャプタを作ることができる。ま
た、早送り操作やＣＭスキップ操作を連続して行った場合に、その区間を１つのチャプタ
としてくっ付けることができる。また、早送りやＣＭスキップ後に、早戻しを行った場合
、戻した箇所までのチャプタ設定は消去することができる。したがって、ユーザ操作に連
動させてユーザ本人の趣向に合ったチャプタを無意識に設定でき、また、早送り操作やＣ
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Ｍスキップ操作を連続して行った区間を１つのチャプタとすることができ、これにより、
次回視聴時にＣＭ丸々のスキップなどがし易くなり、また、チャプタ設定の位置を正確に
設定でき、無駄なチャプタが発生することがなく、使い勝手が向上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３７】
　以下、添付図面を参照しつつ、本発明の実施の形態について説明する。図１は本発明の
第１，第２，第３の実施形態に係る情報記録再生装置の構成を示すブロック図である。こ
こでは、記録媒体として光ディスクとハードディスクを備えた複合型の情報記録再生装置
の構成について説明するが、記録媒体として光ディスクのみを備えた情報記録再生装置（
ＤＶＤレコーダ）、または記録媒体としてハードディスクのみを備えた情報記録再生装置
（ハードディスクレコーダ）についても、同様なチャプター設定処理を採用することがで
きる。
【００３８】
　図１において、この情報記録再生装置は、ディスクドライブ部２、ＨＤＤ（ハードディ
スクドライブ）部４、データプロセッサ部５、Ａ／Ｖ入力部６、チューナ７、エンコーダ
部８、システムタイムクロック部９、デコーダ部１０、バッファメモリ１１、セレクタ１
２、Ｄ／Ａ変換器１３、ビデオミキシング部１４、フレームメモリ１５、システムコント
ローラ１６、Ｉ／Ｆ（インターフェイス部）１７、Ｄ／Ａ変換器１８、表示部１９、およ
び操作部２０を備えている。
【００３９】
　ディスクドライブ部２は、光ディスク１に対する回転制御系、レーザ駆動系、光学系な
どを有し、映像情報や音声情報などの情報を記録／再生できる光ディスク１を回転駆動さ
せ、光ディスク１に対して情報を書き込んだり光ディスク１に記録された情報を読み出し
たりする。ＨＤＤ部４は、映像情報や音声情報などの情報を記録／再生できるハードディ
スク３を駆動させ、ハードディスク３に対して情報を書き込んだりハードディスク３に記
録された情報を読み出したりする。データプロッセッサ部５は、記録または再生単位のデ
ータを扱うもので、バッファ回路、変調／復調回路、エラー訂正部などを含み、ディスク
ドライブ部２およびＨＤＤ部４に記録データを供給することができ、また、再生された信
号を受け取ることができる。
【００４０】
　また、この情報記録再生装置は、記録側を構成するエンコーダ部８と、再生側を構成す
るデコーダ部１０と、装置全体の制御を行うマイクロコンピュータなどで実現されたシス
テムコントローラ１６とを、主たる構成要素としている。エンコーダ部８は、入力された
アナログビデオ信号やアナログオーディオ信号をデジタル化するビデオ用およびオーディ
オ用のアナログデジタルコンバータと、ビデオエンコーダと、オーディオエンコーダと、
副映像エンコーダとを含む。
【００４１】
　エンコーダ部８の出力信号は、バッファメモリ１１を含むフォーマッタ８ａにて所定の
ＤＶＤフォーマットに変換され、データプロセッサ５に供給される。エンコーダ部８には
、Ａ／Ｖ入力部６からの外部アナログビデオ信号と外部アナログオーディオ信号が入力さ
れる。なお、エンコーダ部８は、直接圧縮されたデジタルビデオ信号やデジタルオーディ
オ信号が直接入力されるときは、圧縮デジタルビデオ信号やデジタルオーディオ信号を直
接フォーマッタ８ａに供給することもできる。また、エンコーダ部８は、アナログ／デジ
タル変換されたデジタルビデオ信号やオーディオ信号を、ビデオミキシング部１４やセレ
クタ１２に直接供給することもできる。
【００４２】
　エンコーダ部８に含まれるビデオエンコーダでは、デジタルビデオ信号はＭＰＥＧ規格
に基づいた可変ビットレートで圧縮されたデジタルビデオ信号に変換される。デジタルオ
ーディオ信号は、ＭＰＥＧまたはＡＣ－３規格に基づいて固定ビットレートで圧縮された
デジタルオーディオ信号、あるいはリニアＰＣＭのデジタルオーディオ信号に変換される
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。
【００４３】
　副映像信号がＡ／Ｖ入力部６から入力された場合（例えば、副映像信号の独立出力端子
付きＤＶＤビデオプレイヤからの信号などが入力された場合）、あるいはこのようなデー
タ構成のＤＶＤビデオ信号が放送されてチューナ７で受信された場合は、ＤＶＤビデオ信
号中の副映像信号が副映像エンコーダでエンコード（ラングレングス符号化）されて副映
像のビットマップとなる。
【００４４】
　エンコードされたデジタルビデオ信号、デジタルオーディオ信号、および副映像データ
は、フォーマッタ８ａにてパック化され、ビデオパック、オーディオパック、副映像パッ
クとなり、更に、それらが集合されてＤＶＤレコーディング規格（例えば、ＤＶＤ－Ｒ、
ＤＶＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＡＭなどに記録する規格）で規定されたフォーマットに変換さ
れる。
【００４５】
　この情報記録再生装置では、フォーマッタ８ａでフォーマット化された情報（ビデオ、
オーディオ、副映像データなどのパック）および作成された管理情報を、データプロセッ
サ部５を介してＨＤＤ部４あるいはディスクドライブ部２に供給し、ハードディスク３あ
るいは光ディスク１に記録することができ、また、ハードディスク３あるいは光ディスク
１に記録された情報を、データプロセッサ５およびディスクドライブ部２を介して光ディ
スク１あるいはハードディスク３に記録することもできる。
【００４６】
　システムコントローラ１６の実行結果のうち、ユーザに通知すべき内容は、表示部１９
に表示されるか、またはディスプレイ装置２２にＯＳＤ表示される。システムコントロー
ラ１６は、リモコンなどの操作部２０の各種操作キーの操作信号に応じた制御を実行する
。また、システムコントローラ１６が、ディスクドライブ部２、ＨＤＤ部４、データプロ
セッサ部５、エンコード部８、および／またはデコーダ部１０などを制御するタイミング
は、システムタイムクロック部９からのタイムクロックに基づいて実行することができる
。記録や再生の動作は、通常はシステムタイムクロック部９からのタイムクロックに同期
して実行されるが、それ以外の処理は、タイムクロックとは独立したタイミングで実行さ
れても良い。
【００４７】
　デコーダ部１０は、バッファ構造を持つＤＶＤフォーマットの信号から欠くパックを分
離して取り出すセパレータと、パック分離やその他の信号処理実行時に使用するメモリと
、セパレートで分離された主映像データ（ビデオパックの内容）をデコードするビデオデ
コーダと、セパレータで分離された副映像データ（副映像パックの内容）をデコードする
サブピクチャデコーダと、前記セパレータで分離されたオーディオデータ（オーディオパ
ックの内容）をデコードするオーディオデコーダとを有する。また、デコーダ部１０は、
デコードされた主映像にデコードされた副映像を適宜合成し、主映像にメニュー、ハイラ
イトボタン、字幕やその他の副映像を重ねて出力するビデオプロセッサを備えている。
【００４８】
　デコーダ部１０の出力ビデオ信号は、ビデオミキシング部１４に入力される。ビデオミ
キシング部１４では、テキストデータの合成が行われる。また、ビデオミキシング部１４
には、チューナ７やＡ／Ｖ入力部６からの信号を直接取り込むラインも接続されている。
ビデオミキシング部１４には、バッファとして用いるフレームメモリ１５が接続されてい
る。ビデオミキシング部１４の出力信号がアナログ信号である場合は、Ｉ／Ｆ（インター
フェイス）１７を介して外部に出力され、ビデオミキシング部１４の出力信号がデジタル
信号である場合は、Ｄ／Ａ（デジタル／アナログ）変換器１８を介して外部へ出力される
。
【００４９】
　デコーダ部１０の出力オーディオ信号は、セレクタ１２を介してＤ／Ａ変換器１３に入
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力されてアナログのオーディオ信号に変換されて外部に出力され、図示しない音声回路を
介してスピーカ２１にオーディオ信号が供給される。セレクタ１２は、システムコントロ
ーラ１６からのセレクト信号により制御される。これにより、セレクタ１２は、チューナ
７やＡ／Ｖ入力部６からのデジタル信号を直接モニタするとき、エンコーダ部８をスルー
して信号を直接選択することも可能である。
【００５０】
　なお、エンコーダ部８のフォーマッタ８ａでは、記録中、各切り分け情報を作成し、定
期的にシステムコントローラ１６に送る。切り分け情報としては、ＶＯＢＵ（ビデオ・オ
ブジェクト・ユニット）のパック数、ＶＯＢＵ先頭からのＩピクチャのエンドアドレス、
ＶＯＢＵの再生時間などである。
【００５１】
　また、図示しないアスペクト情報処理部からの情報が、記録開始時にシステムコントロ
ーラ１６に送られ、システムコントローラ１６において、ＶＯＢストリーム情報を作成す
る。ここでストリーム情報（ＳＴＩ）は、解像度データ、アスペクトデータなどを有し、
再生時に、デコーダ部１０は、解像度データ、アスペクトデータなどに基づいて初期設定
が行われる。
【００５２】
　光ディスク１またはハードディスク３のデータをアクセス（シーク）している間に、途
切れない再生を続けるために、最低限連続する情報単位（サイズ）を決めている。この単
位をＣＤＡ（コンティギュアス・データ・エリア）と言う。ＣＤＡサイズは、ＥＣＣ（エ
ラー訂正コード）ブロック（１６セクタ）の倍数であり、ファイルシステムでは、ＣＤＡ
単位で記録を行っている。
【００５３】
　データプロセッサ部５は、エンコーダ部８のフォーマッタ８ａからＶＯＢＵ単位のデー
タを受け取り、ＣＤＡ単位のデータをディスクドライブ部２あるいはＨＤＤ部４に供給し
ている。また、システムコントローラ１６は、記録したデータを再生するのに必要な管理
情報を作成し、データ記録終了のコマンドを認識すると、作成した管理情報をデータプロ
セッサ５に送る。これにより、管理情報が光ディスク１またはハードディスク３に記録さ
れる。したがって、エンコーダ部８によりエンコードが行われているとき、システムコン
トローラ１６は、エンコーダ部８からデータ単位の情報を受け取る。また、システムコン
トローラ１６は、記録開始時には光ディスク１およびハードディスク３から読み取った管
理情報（ファイルシステム）を認識し、これにより、各ディスクの未記録エリアを認識し
、未記録エリアに情報を書き込むことを可能にする。
【００５４】
　図２は第１実施形態においてチャプタ設定処理を説明するためのタイミング図である。
図２（１）はユーザが操作部を操作するユーザ操作のタイミングを示し、図２（２）は光
ディスクまたはハードディスクに記録されたタイトル内に設定されるチャプタのタイミン
グを示す。
【００５５】
　図２（１）において、ｔ１は再生中に操作部２０（図１参照）の一時停止キーが押下さ
れた時点を示す。ｔ２は再生中に操作部２０のＣＭ（コマーシャル）スキップキー（例え
ば３０秒先に飛ばす３０秒スキップキー）が押下された時点を示す。ｔ３は前記ＣＭスキ
ップキーの押下により実行されたスキップの終了時点を示す。ｔ４は再生中に操作部２０
の早送りキーが押下された時点を示す。ｔ５は前記早送りキーの押下により実行された早
送り中に操作部２０の早戻しキーが押下された時点を示す。ｔ６は前記早戻しキーの押下
により実行された早戻しを終了させた時点を示す。
【００５６】
　図２（２）において、ｃ１は一時停止の時点ｔ１で設定されたチャプタ、ｃ２はＣＭス
キップの開始の時点ｔ２で設定されたチャプタ、ｃ３はスキップの終了の時点ｔ３で設定
されたチャプタ、ｃ４は早送りの開始の時点ｔ４で設定されたチャプタ、ｃ５は早送りの
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終了の時点ｔ５で設定されたチャプタ、ｃ６は早戻しの終了の時点ｔ６で設定されたチャ
プタをそれぞれ示す。この例の場合、時点ｔ５と時点ｔ６間の早戻しにより、通過したチ
ャプタｃ５は消去されることになる。
【００５７】
　図３は第１実施形態においてチャプタ設定の処理を説明するためのフローチャートであ
る。このフローチャートおよび図１、図２を参照してチャプタ設定の処理について説明す
る。ここでは、光ディスク１に記録された情報を再生してチャプタを設定する処理につい
て説明するが、ハードディスク３に記録された情報を再生してチャプタを設定する処理に
ついても同様である。
【００５８】
　この第１実施形態におけるシステムコントローラ１６は、チャプタ設定モードに設定さ
れている場合、記録媒体に記録された情報を再生中に一時停止操作されたときに、その一
時停止箇所にチャプタを設定する第１のチャプタ設定手段と、ＣＭスキップ操作されたと
きに、スキップ開始箇所にチャプタの設定を行う第２のチャプタ設定手段と、前記ＣＭス
キップ操作によりスキップが開始して終了したときに、スキップ終了箇所にチャプタの設
定を行う第３のチャプタ設定手段と、早送り操作されたときに、早送り開始箇所にチャプ
タを設定する第４のチャプタ設定手段と、早送りを停止させる操作がされたときに、早送
り終了箇所にチャプタを設定する第５のチャプタ設定手段と、前記早戻しで通過したチャ
プタを消去する早戻しチャプタ消去手段と、早戻しを停止させる操作がされたときに、早
戻し終了箇所にチャプタを設定する早戻しチャプタ設定手段とを有する。
【００５９】
　チャプタ設定モードに設定されている場合、操作部２０の再生キーが押下されると、シ
ステムコントローラ１６は、再生キーの押下を検知し（ステップＳ１）、ディスクドライ
ブ部２を再生動作させ、光ディスク１に対する再生を開始させる（ステップＳ２）。この
再生中に、操作部２０の一時停止キーが押下されると、システムコントローラ１６は、一
時停止キーの押下を検知し（ステップＳ３）、ディスクドライブ部２を一時停止させ、第
１のチャプタ設定手段により、その一時停止箇所にチャプタｃ１を設定する（ステップＳ
５）。
【００６０】
　次に、一時停止キーが再び押下、または再生キーが押下されると、システムコントロー
ラ１６は、一時停止キーの押下、または再生キーの押下を検知し（ステップＳ６）、ディ
スクドライブ部２を再生動作させ、光ディスク１の情報の再生（時点ｔ１～時点ｔ２での
再生）を開始させる（ステップＳ７）。
【００６１】
　光ディスク１の情報が再生されているときにＣＭが現れ（ステップＳ８）、時点ｔ２で
ＣＭスキップキーが押下されると、システムコントローラ１６は、ＣＭスキップキーの押
下を検知し（ステップＳ９）、第２のチャプタ設定手段により、スキップ開始箇所にチャ
プタｃ２の設定を行う（ステップＳ１０）。そして、システムコントローラ１６は、ディ
スクドライブ部２をＣＭスキップ動作させ、ＣＭスキップを開始させる（ステップＳ１１
）。ＣＭスキップが終了すると（ステップＳ１２）、システムコントローラ１６は、第３
のチャプタ設定手段により、スキップ終了箇所にチャプタｃ３の設定を行う（ステップＳ
１３）。
【００６２】
　そして、ディスクドライブ部２は、システムコントローラ１６により再生指示され（ス
テップＳ１４）、再生を開始し（ステップＳ１５）、この再生中（時点ｔ３からの再生中
）に、操作部２０の早送りキーが押下され、システムコントローラ１６は、早送りキーの
押下が検知されると（ステップＳ１６）、第４のチャプタ設定手段により、早送り開始箇
所にチャプタｃ４を設定する（ステップＳ１７）。そして、システムコントローラ１６は
、ディスクドライブ部２を早送り動作させ、光ディスク１に対する早送りを開始させる（
ステップＳ１８）。
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【００６３】
　その早送りが実行されているときに、早送りを停止させる操作が行われると、この場合
、早戻しキーの押下が行われると（ステップＳ１９）、システムコントローラ１６は、第
５のチャプタ設定手段により、早送り終了箇所にチャプタｃ５を設定し（ステップＳ２０
）、早戻しを開始する（ステップＳ２１）。そして、システムコントローラ１６は、早戻
しで通過したチャプタｃ５を消去し（ステップＳ２２）、時点ｔ６で早戻しを停止させる
操作を検知すると（ステップＳ２３）、早戻しを終了させ（ステップＳ２４）、早戻しチ
ャプタ設定手段により、早戻し終了箇所にチャプタｃ６を設定する（ステップＳ２５）。
【００６４】
　この第１実施形態によれば、チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体（光
ディスク１またはハードディスク３）に記録された情報（動画）を、ユーザ（視聴者）の
視聴中の操作（一時停止、再生、停止、ＣＭスキップ、早送り、早戻しなどの操作）によ
り、自動的にチャプタを作ることができ、また、早戻し操作によって通過したチャプタを
消去することができる。したがって、ユーザ操作に連動させてユーザ本人の趣向に合った
チャプタを無意識に設定でき、無駄なチャプタが発生することがなく、使い勝手が向上す
る。
【００６５】
　図４は第２実施形態においてチャプタ設定処理を説明するためのタイミング図である。
図４（１）はユーザが操作部を操作するユーザ操作のタイミングを示し、図４（２）は光
ディスクまたはハードディスクに記録されたタイトル内に設定されるチャプタのタイミン
グを示す。
【００６６】
　図４（１）において、ｔ１は再生中に操作部２０（図１参照）の早送りキーが押下され
た時点を示す。ｔ２は早送り中に操作部２０の再生キーが押下された時点を示す。ｔ３は
再生中に早送りキーが押下された時点を示す。ｔ４は早送り中に再生キーが押下された時
点を示す。
【００６７】
　図４（２）において、ｃ１は早送りの開始の時点ｔ１で設定されたチャプタ、ｃ２は早
送りの終了の時点ｔ２で設定されたチャプタ、ｃ３は早送りの開始の時点ｔ３で設定され
たチャプタ、ｃ４は早送りの終了の時点ｔ４で設定されたチャプタをそれぞれ示す。この
例の場合、時点ｔ２と時点ｔ３間の時間Ｔ（秒）が所定時間ｔよりも短いとき、チャプタ
ｃ２，ｃ３は消去されることになる。
【００６８】
　図５は第２実施形態においてチャプタ設定の処理を説明するためのフローチャートであ
る。このフローチャートおよび図１、図４を参照してチャプタ設定の処理について説明す
る。ここでは、光ディスク１に記録された情報を再生してチャプタを設定する処理につい
て説明するが、ハードディスク３に記録された情報を再生してチャプタを設定する処理に
ついても同様である。なお、以下の説明では、早送り操作を連続して行った場合の処理に
ついて述べるが、ＣＭスキップ操作を連続して行った場合も同様な処理が行われる。
【００６９】
　この第２実施形態におけるシステムコントローラ１６は、チャプタ設定モードに設定さ
れている場合、記録媒体に記録された情報を再生中に早送り操作、またはＣＭスキップ操
作されたときに、その早送り開始箇所またはＣＭ開始箇所にチャプタを設定する第１のチ
ャプタ設定手段と、早送りが終了したとき、またはＣＭスキップが終了したときに、早送
り終了箇所またはＣＭスキップ終了箇所にチャプタを設定する第２のチャプタ設定手段と
、前記早送りが終了した後、または前記ＣＭスキップが終了した後の再生中に、再び早送
り操作、またはＣＭスキップ操作がされたときに、早送り開始箇所またはＣＭスキップ開
始箇所にチャプタを設定する第３のチャプタ設定手段と、前記第２のチャプタ設定手段に
より設定されたチャプタと前記第３のチャプタ設定手段により設定されたチャプタとの間
の再生時間が所定時間よりも短いと判定したときに、前記両チャプタを消去するチャプタ
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消去手段とを有する。
【００７０】
　チャプタ設定モードに設定されている場合、操作部２０の再生キーが押下されると、シ
ステムコントローラ１６は、再生キーの押下を検知し（ステップＮ１）、ディスクドライ
ブ部２を再生動作させ、光ディスク１に対する再生を開始させる（ステップＮ２）。この
再生中に、操作部２０の早送りキーが押下されると、システムコントローラ１６は、早送
りキーの押下を検知し（ステップＮ３）、第１のチャプタ設定手段により、その早送り開
始箇所にチャプタｃ１を設定し（ステップＮ４）、ディスクドライブ部２を早送り動作さ
せ、光ディスク１に対する早送りを開始する（ステップＮ５）。
【００７１】
　次に、再生キーが押下されると、システムコントローラ１６は、再生キーの押下を検知
し（ステップＮ６）、第２のチャプタ設定手段により、早送り終了箇所にチャプタｃ２を
設定する（ステップＮ７）。そして、システムコントローラ１６は、早送りを終了させて
再生を開始させる（ステップＮ８）。この後、再生中（時点ｔ２からの再生中）に、操作
部２０の早送りキーが押下され、システムコントローラ１６は、早送りキーの押下を検知
すると（ステップＮ９）、第３のチャプタ設定手段により、早送り開始箇所にチャプタｃ
３を設定する（ステップＮ１０）。
【００７２】
　次に、システムコントローラ１６は、第２のチャプタ設定手段により設定されたチャプ
タｃ２と第３のチャプタ設定手段により設定されたチャプタｃ３との間の再生時間Ｔが所
定時間ｔよりも短いと判定したときに（ステップＮ１１）、チャプタ消去手段により、該
当チャプタであるチャプタｃ２とチャプタｃ３を消去する（ステップＮ１２）。この後、
システムコントローラ１６は、ディスクドライブ部２を早送り動作させ、光ディスク１に
対して早送りを開始させ（ステップＮ１３）、時点ｔ４で再生キーが押下されると（ステ
ップＮ１４）、第２のチャプタ設定手段により、早送り終了箇所にチャプタｃ４を設定す
る（ステップＮ１５）。
【００７３】
　この第２実施形態によれば、チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体（光
ディスク１またはハードディスク３）に記録された情報（動画）を、ユーザ（視聴者）の
視聴中の操作（一時停止、再生、停止、ＣＭスキップ、早送り、早戻しなどの操作）によ
り、自動的にチャプタを作ることができ、また、早送り操作やＣＭスキップ操作を連続し
て行った場合に、その区間を１つのチャプタとしてくっ付けることができる。したがって
、ユーザ操作に連動させてユーザ本人の趣向に合ったチャプタを無意識に設定でき、また
、早送り操作やＣＭスキップ操作を連続して行った区間を１つのチャプタとすることがで
き、これにより、無駄なチャプタが発生することがなく、使い勝手が向上する。
【００７４】
　図６は第３実施形態においてチャプタ設定処理を説明するためのタイミング図である。
図６（１）はユーザが操作部を操作するユーザ操作のタイミングを示し、図６（２）は光
ディスクまたはハードディスクに記録されたタイトル内に設定されるチャプタのタイミン
グを示す。
【００７５】
　図６（１）において、ｔ１は再生中に操作部２０（図１参照）の早送りキーが押下され
た時点を示す。ｔ２は早送り中に操作部２０の再生キーが押下された時点を示す。ｔ３は
再生中に早送りキーが押下された時点を示す。ｔ４は早送り中に再生キーが押下された時
点を示す。ｔ５は再生中に早戻しキーが押下された時点を示す。ｔ６は早戻し中に再生キ
ーが押下された時点を示す。
【００７６】
　図６（２）において、ｃ１は早送りの開始の時点ｔ１で設定されたチャプタ、ｃ２は早
送りの終了の時点ｔ２で設定されたチャプタ、ｃ３は早送りの開始の時点ｔ３で設定され
たチャプタ、ｃ４は早送りの終了の時点ｔ４で設定されたチャプタ、ｃ５は早戻しの開始
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の時点ｔ５では設定されないチャプタ、ｃ６は早戻しの終了の時点ｔ６で設定されたチャ
プタをそれぞれ示す。この例の場合、時点ｔ２と時点ｔ３間の時間Ｔ（秒）が所定時間ｔ
よりも短いとき、チャプタｃ２，ｃ３は消去されることになる。また、時点ｔ４と時点ｔ
５間の時間Ｔ１（秒）が所定時間ｔよりも短いとき、チャプタｃ４，ｃ５は消去されるこ
とになる。更に、早戻しで通過したチャプタｃ５，ｃ４は、消去されることになる。
【００７７】
　図７は第３実施形態においてチャプタ設定の処理を説明するためのフローチャートであ
る。このフローチャートおよび図１、図６を参照してチャプタ設定の処理について説明す
る。ここでは、光ディスク１に記録された情報を再生してチャプタを設定する処理につい
て説明するが、ハードディスク３に記録された情報を再生してチャプタを設定する処理に
ついても同様である。なお、以下の説明では、早送り操作を連続して行った場合の処理に
ついて述べるが、ＣＭスキップ操作を連続して行った場合も同様な処理が行われる。
【００７８】
　この第３実施形態におけるシステムコントローラ１６は、チャプタ設定モードに設定さ
れている場合、記録媒体に記録された情報を再生中に早送り操作されたとき、またはＣＭ
スキップ操作されたときに、早送り開始箇所またはＣＭスキップ開始箇所にチャプタを設
定する第１のチャプタ設定手段と、早送りが終了したとき、またはＣＭスキップが終了し
たときに、早送り終了箇所またはＣＭスキップ終了箇所にチャプタを設定する第２のチャ
プタ設定手段と、前記早送りが終了した後、または前記ＣＭスキップが終了した後の再生
中に、早送り操作されたとき、またはＣＭスキップ操作されたときに、早送り開始箇所ま
たはＣＭスキップ開始箇所にチャプタを設定する第３のチャプタ設定手段と、前記第２の
チャプタ設定手段により設定されたチャプタと前記第３のチャプタ設定手段により設定さ
れたチャプタとの間の再生時間が所定時間よりも短いと判定したときに、前記両チャプタ
を消去するチャプタ消去手段と、早戻し操作がされたときに、早戻しで通過したチャプタ
を消去する早戻しチャプタ消去手段と、早戻し終了箇所にチャプタを設定する早戻しチャ
プタ設定手段とを有する。
【００７９】
　チャプタ設定モードに設定されている場合、操作部２０の再生キーが押下されると、シ
ステムコントローラ１６は、再生キーの押下を検知し（ステップＭ１）、ディスクドライ
ブ部２を再生動作させ、光ディスク１に対する再生を開始させる（ステップＭ２）。この
再生中に、操作部２０の早送りキーが押下されると、システムコントローラ１６は、早送
りキーの押下を検知し（ステップＭ３）、第１のチャプタ設定手段により、その早送り開
始箇所にチャプタｃ１を設定し（ステップＭ４）し、光ディスク１に対する早送りを開始
する（ステップＭ５）。
【００８０】
　次に、再生キーが押下されると、システムコントローラ１６は、再生キーの押下を検知
し（ステップＭ６）、第２のチャプタ設定手段により、早送り終了箇所にチャプタｃ２を
設定する（ステップＭ７）。そして、システムコントローラ１６は、早送りを終了させて
再生を開始させる（ステップＭ８）。この後、再生中（時点ｔ２からの再生中）に、操作
部２０の早送りキーが押下され、システムコントローラ１６は、早送りキーの押下が検知
されると（ステップＭ９）、第３のチャプタ設定手段により、早送り開始箇所にチャプタ
ｃ３を設定する（ステップＭ１０）。
【００８１】
　次に、システムコントローラ１６は、第２のチャプタ設定手段により設定されたチャプ
タｃ２と第３のチャプタ設定手段により設定されたチャプタｃ３との間の再生時間Ｔが所
定時間ｔよりも短いと判定したときに（ステップＭ１１）、チャプタ消去手段により、該
当チャプタであるチャプタｃ２とチャプタｃ３を消去する（ステップＭ１２）。この後、
システムコントローラ１６は、ディスクドライブ部２を早送り動作させ、光ディスク１に
対して早送りを開始させ（ステップＭ１３）、時点ｔ４で再生キーが押下されると（ステ
ップＭ１４）、第４のチャプタ設定手段により、早送り終了箇所にチャプタｃ４を設定す
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【００８２】
　そして、システムコントローラ１６は、早送りを終了させて再生を開始させる（ステッ
プＭ１６）、この後、再生中（時点ｔ４からの再生中）に、操作部２０の早戻しキーが押
下され、システムコントローラ１６は、早戻しキーの押下を検知すると（ステップＭ１７
）、ディスクドライブ部２を早戻し動作させ、光ディスク１に対して早戻しを開始させる
（ステップＭ１８）。早戻しが開始すると、システムコントローラ１６は、早戻しで通過
したチャプタｃ５，ｃ４を消去する（ステップＭ１９）。なお、チャプタｃ５は早戻し前
には設定されないチャプタである。そして、時点ｔ６で再生キーが押下されると（ステッ
プＭ２０）、システムコントローラ１６は、ディスクドライブ部２の早戻し動作を停止さ
せ、光ディスク１に対する早戻しを終了させ（ステップＭ２１）、早戻しチャプタ設定手
段により、早戻し終了箇所にチャプタｃ６を設定する（ステップＭ２２）。
【００８３】
　この第３実施形態によれば、チャプタ設定モードに設定されている場合、記録媒体（光
ディスク１またはハードディスク３）に記録された情報（動画）を、ユーザ（視聴者）の
視聴中の操作（一時停止、再生、停止、ＣＭスキップ、早送り、早戻しなどの操作）によ
り、自動的にチャプタを作ることができる。また、早送り操作やＣＭスキップ操作を連続
して行った場合に、その区間を１つのチャプタとしてくっ付けることができる。また、早
送りやＣＭスキップ後に、早戻しを行った場合、戻した箇所までのチャプタ設定は消去す
ることができる。したがって、ユーザ操作に連動させてユーザ本人の趣向に合ったチャプ
タを無意識に設定でき、また、早送り操作やＣＭスキップ操作を連続して行った区間を１
つのチャプタとすることができ、これにより、次回視聴時にＣＭ丸々のスキップなどがし
易くなり、また、チャプタ設定の位置を正確に設定でき、無駄なチャプタが発生すること
がなく、使い勝手が向上する。
【産業上の利用可能性】
【００８４】
　本発明は、ＤＶＤレコーダ、ハードディスクレコーダ、あるいは、ＤＶＤレコーダとハ
ードディスクレコーダとの複合機などの情報記録再生装置に利用可能であり、自動的にチ
ャプタを作ることができるようにする。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】本発明の第１，第２，第３の実施形態に係る情報記録再生装置の構成を示すブロ
ック図である。
【図２】第１実施形態においてチャプタ設定処理を説明するためのタイミング図である。
【図３】第１実施形態においてチャプタ設定の処理を説明するためのフローチャートであ
る。
【図４】第２実施形態においてチャプタ設定処理を説明するためのタイミング図である。
【図５】第２実施形態においてチャプタ設定の処理を説明するためのフローチャートであ
る。
【図６】第３実施形態においてチャプタ設定処理を説明するためのタイミング図である。
【図７】第３実施形態においてチャプタ設定の処理を説明するためのフローチャートであ
る。
【符号の説明】
【００８６】
　１　　光ディスク（記録媒体）
　３　　ハードディスク（記録媒体）
　７　　チューナ
　１６　　システムコントローラ（第１～第５のチャプタ設定手段、チャプタ設定手段、
早戻しチャプタ消去手段、早戻しチャプタ設定手段、チャプタ消去手段）
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】
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